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教会数　　115 ヶ所

布教所数　105 ヶ所
       （R183.11月末現在）

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流

行
に
よ
り
基
礎
講
座
（
福
島
会
場
）

の
開
催
が
見
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
、
11
月
1
日
、
新
潟
教
区
の

基
礎
講
座
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、

基
礎
講
座
の
開
催
に
向
け
て
検
討
を

重
ね
、
①
ス
タ
ッ
フ
を
最
小
限
に
限

定
、
②
体
調
不
良
の
方
な
ど
は
来
場

を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
、
来
場
の
方
は

マ
ス
ク
着
用
必
須
を
事
前
お
知
ら

せ
、
③
講
師
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
全
員

の
体
調
管
理
及
び
手
洗
い
消
毒
、
マ

ス
ク
・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
着
用
の

徹
底
、
④
会
場
入
口
に
て
検
温
、
各

所
に
消
毒
液
常
備
、
⑤
席
の
距
離
を

お
き
1
時
間
お
き
の
こ
ま
め
な

換
気
、
⑥
ス
タ
ッ
フ
兼
看
護
師

の
派
遣
、
な
ど
の
対
策
を
施
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
（
日
）
、
福
相
分

教
会
を
会
場
に
、
ス
タ
ッ
フ
6

名
（
講
師
杉
澤
先
生
）
、
受
講

者
23
名
を
得
て
開
催
で
き
ま
し

た
。
受
講
者
の
う
ち
、
初
受
講

の
方
が
13
名
で
、
未
信
者
の
方

4
名
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 

教
会
で
は
初
め
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
目
黒
淳
相
双

支
部
長
は
じ
め
教
会
の
方
々
の

温
か
い
お
も
い
に
た
す
け
て
い

た
だ
き
な
か
ら
無
事
に
終
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
受
講
者
の

皆
さ
ん
も
喜
ん
で
下
さ
り
、
教

会
で
あ
り
ま
す
が
、
交
流
場
と

し
て
今
後
も
活
用
出
来
れ
ば
良

い
と
い
う
感
想
も
出
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
は
今
後
と
も
練

り
な
が
ら
、
来
年
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

天
理
教
基
礎
講
座
（
福
島
会
場
）

　
　
　
　
　

相
双
支
部
で
初
開
催



第 58 号　　　　　　　　　　　　　  福 島 教 区 報                       立教 184 年 1 月 3 日

2(　)

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
行
事
の
中
止

　
　
　

本
部
月
次
祭
参
拝
規
制　

続
く

　

9
月
に
一
旦
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者
数
は
、

10
月
末
か
ら
再
び
増
加
し
、
11
月
半
ば
か

ら
12
月
に
か
け
て
2
千
人
を
超
え
る
日
が

続
い
た
。
大
阪
と
札
幌
で
は
政
府
の
観
光

支
援
策
「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

ト
ラ
ベ
ル
」
事

業
が
停
止
さ
れ
、
ま
た
感
染
拡
大
地
で
は
、

飲
食
店
の
営
業
時
間
の
短
縮
要
請
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
社
会
的
経
済
的
活
動
に
制
限

が
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
感
染
の
拡
大

は
収
ま
ら
ず
に
、
年
末
に
は
4
千
人
を
超

え
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
部
月
次
祭
は
7
月

か
ら
12
月
ま
で
、
直
属
教
会
長
、
教
区
長

と
共
に
、
人
数
を
制
限
し
て
全
国
各
地
の

教
会
長
が
よ
う
ぼ
く
信
者
を
代
表
し
て
参

拝
し
た
。
ま
た
、
昇
殿
で
き
な
い
方
も
中

庭
や
神
殿
前
に
間
隔
を
置
い
て
並
べ
ら
れ

パ
イ
プ
椅
子
に
座
っ
た
り
、
立
っ
た
ま
ま

参
拝
す
る
な
ど
し
た
。
ま
た
、
修
養
科
や

各
講
習
会
も
、
感
染
予
防
に
留
意
し
な
が

ら
受
け
入
れ
を
続
け
た
。
ま
た
、
7
月
か

ら
土
日
祝
日
の
正
午
に
つ
と
め
ら
れ
て
い

た
「
定
時
の
お
つ
と
め
」
は
、
12
月
27
日

ま
で
続
け
ら
れ
た
。　

　

そ
の
一
方
で
、
10
月
の
「
青
年
会
総
会
」

が
中
止
と
な
り
、
1
月
の
「
お
節
会
」
や

3
月
の
「
学
生
生
徒
修
養
会
（
大
学
の
部

及
び
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
）
の
中
止
が
発

表
さ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
福
島
教
区
で

は
毎
月
2
日
の
教
区
月
次
祭
と
教
区
連
絡

会
が
感
染
予
防
に
努
め
な
が
ら
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
11
月
29
日
に
は
「
天
理
教

基
礎
講
座
」
が
、
新
潟
教
区
で
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
参
考
に
検
討
を
重
ね
た
う
え
で
、

相
双
支
部
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
9
月
末
の
「
全
教
一
斉
に
を

い
が
け
デ
ー
」
や
、
婦
人
会
の
「
教
区
母

親
講
座
・
婦
人
の
集
い
」
が
中
止
と
な
っ
た
。

・読んで深める

「時報からの拾い読み」（道友社）、「試し読み＆無料公開」（道友社）、あなた

が陽気に、世界を陽気に。「JOYOUS LIFE」（道友社）、学生ウェブサイト「Happist」

（学生担当委員会・学生会）

●天理教婦人会のホームページ

・エッセイ・ブログ（https://tenrikyo-fujinkai.org/category/essay/）

かめちゃんのひとり言、ワイワイたすけ合い、子育てホッとひとこと、それぞ

れの風景

● YouTube「陽気チャンネル」（養徳社）

お話を聞く機会が減っている昨今、「信仰の糧」「こころの栄養」

をお届けする「お道のお話し会」。教区長先生も登場しています。
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道友社

　

道
友
社
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
社

友
研
修
会
が
11
月
29
、
30
日
、

盛
岡
市
つ
な
ぎ
温
泉
で
、
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
に

留
意
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
西
浦
忠
一
本
部
員
（
内
統
領
室

長
・
前
道
友
社
社
長
）
で
し
た
。
先
生
は

2
週
間
ほ
ど
前
に
ご
母
堂
が
出
直
さ
れ
て

喪
に
服
さ
れ
て
お
ら
れ
る
中
の
事
で
し
た
。

ご
家
族
が
海
外
等
遠
方
に
お
ら
れ
、
帰
国

も
ま
ま
な
ら
ず
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
別
れ
を
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
母
も
姿
を
見
れ
て
話
も
出

来
喜
ん
で
い
た
と
の
事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
中
々
対
面
で
会
え
な
い
中
、

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
は
大
事
で
、
特
に
若
者

へ
の
発
信
は
有
効
で
す
。
ど
ん
ど
ん
オ
ン

ラ
イ
ン
で
繋
が
る
布
教
も
必
要
で
す
が
、

お
道
に
お
け
る
教
え
の
伝
達
は
胸
か
ら
胸

へ
が
も
っ
と
大
事
で
す
。

　

道
友
社
の
コ
ロ
ナ
禍
の
近
況
は
、
『
時

報
』
が
緩
や
か
な
減
少
、『
生
き
生
き
新
聞
』

が
15
％
、
書
物
に
至
っ
て
は
60
％
減
で
す
。

そ
の
中
で
中
島
み
ゆ
き
の
第
二
詩
集
は
増

版
出
来
と
好
調
で
す
。

　

帯
の
赤
は
み
ゆ
き
さ
ん
の
希
望
で
お
や

さ
ま
赤
衣
の
色
と
指
定
さ
れ
、
西
浦
家
に

伝
わ
る
赤
衣
か
ら
採
色
さ
れ
た
物
、
ま
た
、

後
書
は
自
ら
天
理
時
報
に
掲
載
し
た
こ
と

を
伝
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
是
非
に
お
い
が

け
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
と
の
事
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
・
Ｓ
）

「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
社
友
研
修
会
」
に
5
名
参
加

ＷＥＢコンテンツを利用しよう！

●天理教のホームページ　“暮らしの場”で教えに親しもう

 （http://www.tenrikyo.or.jp/yoboku/kurashinobade/）

・聴いて味わう

動画「天理の教えチャンネル」（布教部）、動画「千遍」（青年会）、ラジオ「天

理教の時間」（道友社）、朗読動画「朝の信仰読本」（道友社）、朗読動画「神

様からの宿題」（道友社）

・視て感じる

動画「みんなの少年会」（少年会）、動画「ようぼくぴーす」（道友社）、写真ギャ

ラリー「おやさと百景」（道友社）、動画「おやさと百景」（道友社）、天理参考

館ＷＥＢ展示室「スポーツの歴史と文化」（天理参考館・道友社）
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福島教区ホームページ　　「天理教福島教区」で検索！
Http://tenri-fukushima.sakura.ne.jp

立教 184 年　学生おぢばがえり

ー次代を担うようぼくへー

●道の学生おぢばがえり推進期間

　　2月 1日～ 3月 25 日

・感染対策を十分に行った上、個人や

少人数でのおぢばがえりをしましょう。

・1年間のお礼を申し上げ、おぢばが

えりできる喜びを味わいましょう。

●道の学生　オンラインの集い

3月 28 日（日）10 時 30 分～

・動画配信で春祭り・式典を行います。

・詳細は学生担当委員会へお尋ねく

ださい。

※福島教区では、3 月 25 日、おぢば

がえりを予定しています。

「大学生卒業の集い　Joyous Style」

期間　① 3月１日～ 3日

　　　② 3月 5日～ 7日

　　　③ 3月 9日～ 12 日

受講対象　

　　①令和 2 年度大学・大学院・短期

　　　大学・専門学校卒業予定

　　②全期間（2 泊 3 日）を通して受

　　　講できる者

　　※複数回の受講はできません

募集人数　各回 40 名　計 120 名

内容　講話、グループワーク、お楽し

　　　み行事など

受講御供　5,000 円

申込締切　1月 31 日

天理教災害救援ひのきしん隊

結成 50 周年記念大会

「感謝と決意を胸におぢばに集結」

結成 50 周年にあたり、全隊員がおぢ

ばに集い、いざという時の自覚を高め

つつ、災害の無い世界をご守護いただ

けるよう、ひのきしんの態度を養い、

地域のひのきしん活動の中核となって

励むことを誓う場とさせていただきま

しょう。

●立教 184 年 6 月 27 日（日）

　　8時 30 分 おつとめ（東礼拝場）

　　10 時   記念式典

 （天理大学杣之内第 1体育館）

●服装 隊服、ヘルメット

●参加御供 1 人 500 円


